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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次 
第112期 

第３四半期連結 
累計期間 

第113期 
第３四半期連結 

累計期間 
第112期 

会計期間 
自 平成27年４月１日 
至 平成27年12月31日 

自 平成28年４月１日 
至 平成28年12月31日 

自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日 

売上高 （千円） 23,230,433 22,410,669 31,482,889 

経常利益 （千円） 1,145,658 1,417,575 1,967,207 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 768,702 979,762 1,388,509 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 568,172 111,705 695,941 

純資産額 （千円） 20,112,773 20,195,420 20,240,543 

総資産額 （千円） 29,698,914 28,789,113 30,630,075 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 53.43 68.10 96.50 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益金額 
（円） - - - 

自己資本比率 （％） 62.9 65.7 61.5 

 

回次
第112期

第３四半期連結
会計期間

第113期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.91 23.07 

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行による金融政策を背景に、企業収

益や雇用・所得環境に改善が見られ、景気は緩やかながら回復基調で推移いたしました。しかしながら、個人消費

の伸び悩みや中国をはじめとするアジア新興国経済の成長鈍化による下振れ懸念など、依然として先行き不透明な

状況が続いております。

また、米国大統領選挙の影響により、為替、金融資本市場に大きな変動が生じるなどの不安定さが増し、米国の

政権移行後の政策や不確実な海外経済の動向に留意が必要な状況となっております。 

当社グループの主要市場でありますトラック市場におきましては、国内は前期に続き堅調に推移しました。海外

は主に新興国・資源国での市場停滞により、全体としての需要は減少しました。 

一方、産業・建設機械市場につきましては、中国市場で回復の兆しが見られるものの、ロシア、米州における需

要は伸び悩み、国内においては更新需要の一巡による買い控えの影響で市場の低迷が続きました。 

このような事業環境のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）の売上高は、国内におきましては、ＥＧＲク

ーラーの販売増があるものの、産業・建設機械市場での販売低迷により、前年同四半期に比べ微減となりました。

海外におきましては、主にタイ市場の低迷や為替影響により、前年同四半期に比べ減少しました。 

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は224億10百万円（前年同四半期比3.5％減）とな

りました。 

利益面におきましては、売上高の減少はあったものの、原価低減活動の推進、子会社の輸出製品の数量増と製品

構成等の変化による利益増加要因が寄与したことにより、営業利益は15億58百万円（前年同四半期比30.3％増）と

なりました。経常利益は14億17百万円（前年同四半期比23.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は９億79

百万円（前年同四半期比27.5％増）となりました。 

 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

ａ．日本 
   

・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） 189億70百万円 （前年同四半期比    0.2％増）

 ・セグメント利益 ３億３百万円 （前年同四半期比   41.9％増）

ｂ．中国 

・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） 62億３百万円 （前年同四半期比    1.5％減）

 ・セグメント利益 11億34百万円 （前年同四半期比   26.2％増）

ｃ．アジア 

・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） 14億23百万円 （前年同四半期比   12.9％減）

 ・セグメント利益 １億13百万円 （前年同四半期比   42.4％増）
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(2）財政状態の分析 

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、287億89百万円と前連結会計年度末に比べ18億40百万円の減少

となりました。

流動資産は203億88百万円と前連結会計年度末に比べ10億46百万円の減少となり、固定資産は84億円と前連結会

計年度末に比べ７億94百万円の減少となりました。

流動資産減少は主として、棚卸資産４億53百万円、受取手形及び売掛金３億５百万円が減少したこと等によるも

のです。

固定資産減少は主として、投資有価証券２億36百万円が増加しましたが、有形固定資産９億42百万円が減少した

こと等によるものです。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、85億93百万円と前連結会計年度末に比べ17億95百万円の減少とな

りました。

流動負債は78億81百万円と前連結会計年度末に比べ17億18百万円の減少となり、固定負債は７億12百万円と前連

結会計年度末に比べ77百万円の減少となりました。

流動負債減少は主として、短期借入金７億２百万円、未払費用３億17百万円、設備関係未払金２億85百万円が減

少したこと等によるものです。

固定負債減少は主として、長期借入金88百万円が減少したこと等によるものです。

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、201億95百万円と前連結会計年度末に比べ45百万円の減少とな

りました。

これは主として、親会社株主に帰属する四半期純利益（累計期間）９億79百万円の計上により利益剰余金が増加

しましたが、為替換算調整勘定９億55百万円、非支配株主持分1億30百万円が減少したこと等によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。 

 

(4）研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は131百万円であります。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 14,400,000 14,400,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株であ

ります。

計 14,400,000 14,400,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 14,400,000 － 1,317,600 － 778,300

 

（６）【大株主の状況】

  当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     11,900
- 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,385,700 143,857 同上

単元未満株式 普通株式      2,400 - -

発行済株式総数 14,400,000 - -

総株主の議決権 - 143,857 -

 

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

東京ラヂエーター製造㈱
藤沢市遠藤2002番地１ 11,900 － 11,900 0.08

計 ― 11,900 － 11,900 0.08

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２ 監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

- 6 -

2017/02/15 09:25:58／16244578_東京ラヂエーター製造株式会社_第３四半期報告書



１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,184,536 4,075,230 

受取手形及び売掛金 8,507,414 ※ 8,201,587 

商品及び製品 918,184 606,634 

仕掛品 396,833 346,847 

原材料及び貯蔵品 1,038,215 946,481 

繰延税金資産 209,713 180,040 

預け金 5,772,954 5,725,134 

その他 434,651 308,292 

貸倒引当金 △27,982 △2,054 

流動資産合計 21,434,522 20,388,196 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 4,603,889 4,568,182 

減価償却累計額 △2,923,212 △2,966,134 

建物及び構築物（純額） 1,680,677 1,602,047 

機械装置及び運搬具 14,660,671 14,386,880 

減価償却累計額 △11,249,200 △11,253,684 

機械装置及び運搬具（純額） 3,411,471 3,133,196 

工具、器具及び備品 6,670,205 6,673,778 

減価償却累計額 △5,473,223 △5,738,754 

工具、器具及び備品（純額） 1,196,981 935,023 

土地 1,268,890 1,268,890 

建設仮勘定 493,189 169,207 

有形固定資産合計 8,051,210 7,108,366 

無形固定資産 196,189 151,499 

投資その他の資産    

投資有価証券 774,712 1,010,834 

繰延税金資産 81,817 43,214 

その他 91,623 87,001 

投資その他の資産合計 948,153 1,141,050 

固定資産合計 9,195,553 8,400,916 

資産合計 30,630,075 28,789,113 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,283,099 ※ 3,149,844 

電子記録債務 2,815,133 2,764,596 

短期借入金 1,107,485 405,270 

1年内返済予定の長期借入金 61,625 - 

未払費用 1,095,520 777,721 

未払法人税等 224,625 245,557 

製品保証引当金 40,024 36,037 

設備関係支払手形 152,471 ※ 120,220 

営業外電子記録債務 313,425 127,792 

設備関係未払金 337,987 52,650 

その他 168,480 201,653 

流動負債合計 9,599,878 7,881,344 

固定負債    

長期借入金 88,718 - 

退職給付に係る負債 656,823 646,889 

繰延税金負債 - 43,084 

その他 44,112 22,374 

固定負債合計 789,654 712,348 

負債合計 10,389,532 8,593,692 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,317,600 1,317,600 

資本剰余金 778,300 778,300 

利益剰余金 15,781,761 16,632,031 

自己株式 △4,447 △4,447 

株主資本合計 17,873,213 18,723,483 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 343,566 504,929 

為替換算調整勘定 795,052 △160,880 

退職給付に係る調整累計額 △186,991 △157,810 

その他の包括利益累計額合計 951,627 186,238 

非支配株主持分 1,415,701 1,285,698 

純資産合計 20,240,543 20,195,420 

負債純資産合計 30,630,075 28,789,113 

 

- 8 -

2017/02/15 09:25:58／16244578_東京ラヂエーター製造株式会社_第３四半期報告書



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 23,230,433 22,410,669 

売上原価 19,988,771 18,952,491 

売上総利益 3,241,661 3,458,177 

販売費及び一般管理費 2,046,106 1,900,172 

営業利益 1,195,555 1,558,005 

営業外収益    

受取利息 40,195 41,842 

受取配当金 15,038 14,729 

受取賃貸料 4,494 3,431 

受取手数料 8,005 7,814 

その他 13,447 11,004 

営業外収益合計 81,182 78,823 

営業外費用    

支払利息 44,815 14,612 

為替差損 84,981 203,060 

その他 1,281 1,579 

営業外費用合計 131,078 219,253 

経常利益 1,145,658 1,417,575 

特別利益    

固定資産売却益 2,676 2,434 

会員権売却益 2,428 - 

特別利益合計 5,104 2,434 

特別損失    

固定資産売却損 1,663 491 

固定資産除却損 13,072 6,962 

特別損失合計 14,735 7,454 

税金等調整前四半期純利益 1,136,027 1,412,555 

法人税、住民税及び事業税 289,603 284,023 

法人税等調整額 22,412 31,927 

法人税等合計 312,015 315,950 

四半期純利益 824,011 1,096,605 

非支配株主に帰属する四半期純利益 55,309 116,842 

親会社株主に帰属する四半期純利益 768,702 979,762 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 824,011 1,096,605 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △107,578 161,362 

為替換算調整勘定 △144,208 △1,175,443 

退職給付に係る調整額 △4,052 29,181 

その他の包括利益合計 △255,839 △984,899 

四半期包括利益 568,172 111,705 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 544,233 214,373 

非支配株主に係る四半期包括利益 23,938 △102,667 
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

  当第３四半期連結会計期間（自 平成28年10月１日 至 平成28年12月31日）

   該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影

響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。 

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。 

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形 -千円 1,093千円

支払手形 -千円 103,998千円

設備関係支払手形 -千円 7,662千円

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成27年４月１日
至  平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成28年４月１日
至  平成28年12月31日）

減価償却費 917,344千円 900,269千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

 配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 53,955 利益剰余金 3.75 平成27年３月31日 平成27年６月29日

平成27年11月６日

取締役会
普通株式 57,552 利益剰余金 4.00 平成27年９月30日 平成27年12月７日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

 配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 57,552 利益剰余金 4.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日

平成28年11月10日

取締役会
普通株式 71,940 利益剰余金 5.00 平成28年９月30日 平成28年12月６日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  日本 中国 

アジア 
（注）３ 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 17,924,419 3,671,624 1,634,389 23,230,433 - 23,230,433 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

1,016,343 2,627,472 262 3,644,079 (3,644,079) - 

計 18,940,763 6,299,097 1,634,652 26,874,513 (3,644,079) 23,230,433 

セグメント利益 214,164 898,855 79,996 1,193,016 2,538 1,195,555 

 （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

    ３．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

   アジア・・・インドネシア共和国、タイ王国

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

  該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  日本 中国 

アジア 
（注）３ 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 17,856,266 3,131,258 1,423,144 22,410,669 - 22,410,669 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

1,114,598 3,072,659 442 4,187,700 (4,187,700) - 

計 18,970,864 6,203,918 1,423,586 26,598,369 (4,187,700) 22,410,669 

セグメント利益 303,940 1,134,776 113,894 1,552,611 5,394 1,558,005 

 （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

    ３．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

   アジア・・・インドネシア共和国、タイ王国

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方

法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に

係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

   
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額   53円43銭 68円10銭

（算定上の基礎）      

親会社株主に帰属する四半期純利益

金額
（千円） 768,702 979,762

普通株主に帰属しない金額 （千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属す

る四半期純利益金額
（千円） 768,702 979,762

普通株式の期中平均株式数 （株） 14,388,056 14,388,052

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

 平成28年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ） 配当金の総額  71,940千円

 （ロ） １株当たりの金額  ５円

 （ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日  平成28年12月６日

（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月14日

東京ラヂエーター製造株式会社 

取締役会 御中 

 

新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 伊  藤  功  樹  ㊞ 

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 松  村    信    ㊞ 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る東京ラヂエーター製造株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３

四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平

成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

 

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京ラヂエーター製造株式会社及

び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の

経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。 

  以 上
 
 
（注）１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年２月14日

【会社名】 東京ラヂエーター製造株式会社

【英訳名】 TOKYO RADIATOR MFG.CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  林 隆司

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 神奈川県藤沢市遠藤2002番地１

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長 林隆司は、当社の第113期第３四半期（自 平成28年10月１日 至 平成28年12月31日）の

四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。
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